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①状態の確認 　①状態の確認

②サンプリング 　②サンプリング

③放射性セシウムの分析

④検査結果の確認

⑤販売

『製造工程における安全検査の流れ』

※　試験法は、「肥料中の放射性セシウム測定のための検査計画及び検査方法（農林水産省 平成23年8月5日付）」及び、
　　「培土中の放射性セシウム測定のための検査方法（農林水産省 平成23年8月31日付）」に準ずる。
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測定機器 

NaIシンチレーションカウンター 

※ 国の暫定許容値 

   セシウム134、セシウム137の合算値 

   400Bq/kg 以下 

※ 全ロットの配合 

   試料を検査 

※ 測定機器詳細： 食品放射能測定システム (MODEL  CAN-OSP-NAI)  日立アロカメディカル㈱ 


